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	　　　　　　　　　　　　養鶏場が特定されたＳＥ食中毒
2010年に大分県内で発生したサルモネラ・エンテリティディス食中毒に関して、鶏卵出荷養鶏場は特定されたが、大分県と大分市との連携が悪かったと12月30日の毎日新聞が大分版で報道しました。その記事と関連した食中毒事件をお知らせします。
サルモネラ食中毒：県と大分市、情報共有なく被害拡大
毎日新聞大分版2010/12/30

大分市保健所が当初、原因が市内の養鶏場から出荷された卵の可能性があると把握しながらも、養鶏場を指導する県との情報共有がなく、被害拡大を防げなかったことが分かった。中核市である大分市以外の保健所は県が運営しており、 保健と畜産の情報共有もスムーズという。県、大分市は今後、情報共有を進めていく。 

１件目は５月２２日に市内の飲食店で起き、患者は４人。問題の養鶏場からのみ卵を仕入れていたが、 市は「原因が卵なのか飲食店の衛生管理なのかはっきりしない」と様子見。その後、７月２９日に市内の飲食店で２２人、 同県九重町のホテルで高校生ら２４６人が発症し、更に８月２１日には市内の飲食店で５３人が中毒。 これら施設の卵の調達先は複数に及ぶが、いずれも問題の養鶏場が含まれており、「疑いが濃厚」として９月７日にようやく県へ連絡したという。 

同９日から県大分家畜保健衛生所が調査に入ったが、改善途上の１０月２３日、この養鶏場からのみ卵を仕入れる市内の病院に入院中の患者１０人が発症した。
県は飼育されていた１万4,000羽のうち四分の一以上にサルモネラ感染歴があることを確認。 一般的に数千個に１個はサルモネラ感染卵が発生するとされるが、危険性が高いと判断。廃鶏やワクチン接種など１１月末までにほぼ対応を終えた。

県家畜衛生飼料室長は「気になる点があれば県からも市に問い合わせるなど、風通しを良くする」。 市保健所食品衛生担当班長も「原因が断定できない段階で県に連絡すると、養鶏場に迷惑がかかるかとためらい、 結果的に対応が遅れた」と反省。「今後は疑わしきはすぐに連絡する」と話している。

平成22年大分県　サルモネラ・エンテリティディスを原因とする食中毒事件
№
発生場所
発生月日
摂食者数
患者数
原因食品
原因施設
1

大分市
5月22日
6人

  4

飲食店提供料理（推定）
飲食店
2

九重町
7月28日
476

246

飲食店提供料理
飲食店（ホテル）
3

大分市
7月29日
 53

   22

飲食店提供料理（推定）
飲食店
4

大分市
8月20日
101

   53

弁当（推定）
飲食店
5

大分市
10月23日
 66

   10

オムレツ
病院給食施設
計
702

335

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　先ず、インターネットで検索したのですが、養鶏場の特定、鶏のサルモネラ感染率が四分の一以上と極めて高かったなどの行政発表は見付けられませんでした。

　病因物質がＳＥでしたので、鶏卵の遡り調査の情報交換を、３例目発生後に大分県と大分市が行っていれば、４、５例目の食中毒は防げたかも知れません。

　飼育数が14,000羽ですので、飼育棟は複数あると思います。それなのに、鶏のサルモネラ感染率が四分の一以上とは、極めて高いと考えます。不衛生な施設であったのではないかと疑います。Ｓ県の報告書だったと思いますが、ＳＥ食中毒が多発したので全羽処分、養鶏場を撤去、清掃消毒を実施後、元の場所に養鶏場を新設したが、ＳＥの再感染があり、養鶏場の再建築の場合、場所を変えた方が望ましいと述べられていました。

　飲食店等に対して、今後とも鶏卵の衛生的な取扱い方法、調理方法の指導が必要と考えます。そして、病因物質がＳＥの場合には鶏卵の遡り調査が重要と考えます。（笈川）
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